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を抑える効果に他ならない.この効果はかなり高温から起こり始め､低温にむかって大ききなる.またフェル
ミ面上で大きくフェルミ面から離れると小さくなる擬ギャップ的振る舞いをする.また準粒子分散の鞍点近傍
で大きく鞍点から柾れると小さくなる.
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